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目標
29箇所
360人

30箇所
370人

31箇所
380人

28箇所
364人

実績
27箇所
336人

目標
20回
400人

20回
400人

20回
400人

13回
295人

実績
26回
501人

目標
6回
18件

6回
18件

6回
18件

6回
17人

実績
6回
18人

「自立支援、介護予防又は重度化防止及び介護給付の適正化に関する取組と目標」の自己評価

美馬市

飯田　久美子

0883-52-5613

※　行数が不足する場合等は、適宜追加してください。

いきいき百歳体操

いきいき百歳体操による通い
の場を継続し、体力の維持向
上を図ることで介護予防を推
進している。
地域活動を広げ、介護予防に
つなげていくために徒歩で通
える拠点を整備することを考
慮して目標設定した。

組織は28箇所あるが、1箇所
は休止中。うち13箇所に新
規参加者が認められた。新
規取組地域1箇所は、立ち上
げ説明会には至ったが、新
規開設には至らなかった。

△

新規参加者を増やすためにサロンや
地域ケア会議等で対象者を把握し、
アウトリーチすることで参加促進を
図っていく。
リーダーの高齢化も課題となってい
るため、新規リーダーの育成が必
要。

フレイル教室
（高齢者の保健事業と介護予
防の一体的な実施）

身体的な脆弱性や複数の慢性疾
患に加え、認知機能や社会的な
つながりが低下するといったい
わゆるフレイル状態になりやす
い傾向にあるため、生活習慣病
の重症化を予防する取組だけで
なく、フレイル等介護予防を推
進していく必要がある。通いの
場等へ積極的に関与し、把握し
た地域の健康課題をもとにフレ
イル予防等の健康教室を実施を
目標設定した。

（2024）
通いの場において、1か所に
つき年2回実施。（2回目は
おおむね3ヶ月以上あけ
る）。
1回目は通いの場における健
康チェック（後期高齢者の
質問票を使用）と家庭血圧
測定を促すための高血圧、
口腔フレイルについての健
康教育を実施した。

○

前年度と比べ、回数・参加人数とも
に増加した。増加した理由としては
前年度からの開催箇所の確保と新規
開催箇所が開拓できたことが考えら
れる。
今後も参加者のニーズを考慮しなが
らフレイル予防を分かりやすく伝え
ていきたい。

リハビリテーション専門職が
参加した地域ケア個別会議

介護予防のための地域ケア個
別会議にリハビリテーション
専門職等に参加してもらい、
自立及び介護予防に向けた専
門的な助言を受ける。
リハビリテーション等専門職
の確保を考慮して目標設定し
た。

介護予防のための地域ケア
個別会議に市内の医療機
関・介護事業所の理学療法
士・作業療法士に参加して
もらい、自立・介護予防に
向けた助言を受けた。1件あ
たりの所要時間は40分。

○

令和7年度はさらに重症化防止のた
めの地域ケア個別会議を計画してい
く。今後も個別会議を計画的に開催
することにより、地域における介護
予防・重症化予防のための体制を強
化していく。


